
－1/3－ 

(公財)水道技術研究センター会員 各位 第６８８号 令和元年 12 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

米国ニューアーク市で深刻な鉛汚染 
 

継続する鉛汚染に連邦政府がボトル水の配布を要請 

鉛汚染が起きたのは米国ニュージャージー州にあるニューアーク市、人口 28 万人を抱える同州最大の都

市である。2017 年頃から、市の多くの世帯で、鉛製給水管からの鉛の浸出によって水道水中の鉛濃度が国の

基準値を超過しはじめ、2018 年 10 月、事態を重くみた市当局は、鉛除去を目的とした家庭用浄水器の配布

を一部の住民向けに開始する。しかしその後の水質試験でなおも高濃度の鉛が検出されたことから、浄水器

の効力に疑義が生じ、ついに 2019 年 8 月 10 日、水道事業を所管する米環境保護庁から市にたいして、影

響を受けている 15,000 世帯へのボトル水の配布が要請された。 

 

今後 3 年間で市内 18,000 件の鉛製給水管をすべて交換 

鉛の水質試験結果が継続して基準への不適合を示すなか、鉛問題の抜本的な解決を図るため、市は環境

保護庁によるボトル水要請から約 2 週間後の同 8 月 26 日、市内にある 18,000 件の鉛製給水管を、今後 30

か月以内にすべて交換すると発表した。同 3 月に始まったこの交換事業は当初、完了までに 10 年近くを要す

るとみられていたが、もともと決まっていたニュージャージー州政府からの財政支援に加え、同州のエセックス

郡からも新たに約 130 億円が貸与された1ことで施工予定期間が大幅に短縮され、今後、同規模の給水管交

換事業としては米国史上最速での竣工が期待されている。交換には「銅製」の給水管が使用され、給水管の

私有部分も対象となるが、顧客による費用負担は発生しない。 

 

原因は消毒副生成物の低減化を狙った水道水の pH 調整 

鉛濃度上昇の直接の原因は鉛製給水管からの鉛の浸出だが、さらに原因を遡れば浄水処理における pH

の調整に行き当たる。2012 年ごろに実施されたこの施策は本来、発ガン性物質であるトリハロメタンやハロ酢

酸などの消毒副生成物の低減化を狙ったものであったが、pH を低くしたことで水道水の酸性度が高まった結

果、図らずも鉛製給水管からの鉛の浸出を引き起こすことになる。 

 

2019 年上半期までの 5 期連続で国の鉛基準に不適合 

水道水中の鉛にたいする米国の規制は 「鉛および銅規則」 と呼ばれ、1991 年にはじめて制定された。以

降いくどかの改正を経て、現在は蛇口地点での水道水のモニタリングのほか、蛇口から取られた水道水の全

                                         
1 貸付額は 120 万米ドルで、貸付を行ったのは 「エセックス郡改善公社」 （Essex County Improvement Authority） 。同社は

ニュージャージー州における公共施設の改善や整備を目的に、債権の発行などをおこなっている。鉛汚染の起きたニューアー

ク市は、エセックス郡の郡庁所在地である。 
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サンプルのうち 10%以上のサンプルで鉛濃度が 0.015mg/L を超過した際に、水道事業者への是正行動を義

務づけている2。 

ニューアーク市の場合、2017 年の上半期に取られた全サンプルのうち 22%のサンプルで国の基準値を上回

り、うち 10%は 0.027mg/L を超える濃度を示していた。世帯数でみると 0.05mg/L 以上を記録したところが 6 世

帯あり、0.127mg/L を記録した世帯もひとつあった。市では 2017 年以降、6 か月ごとの水質モニタリングを実

施しているが、2017 年から 2019 年上半期までの 5 期連続で、国の鉛基準に適合できていない。 

 

米国に残存する鉛製給水管は 600 万件以上 

米国では 1986 年に鉛製給水管の新たな使用が禁じられたものの、当時すでに使われていた鉛製給水管

にたいしては特段の措置が取られなかった。現在、少なくとも 600 万件以上の鉛製給水管が全国に残存する

とみられている。 

今回鉛汚染の起きたニューアーク市では、敷設後 100 年以上が経過した鉛製給水管が少なくなく、市が公

表した給水管の布設データによれば、2018 年に市で使われていた鉛製給水管のうち、最も古いものが設置さ

れたのは 1881 年のことである。鉛問題がメディアの注目を集めるなか、2019 年 1 月にはニューアーク市長が

トランプ大統領あてに公開書簡を送付し、同市および米全土における老朽化した水道インフラを改善するた

めの財政支出を呼びかけた。 
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